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平成 27年 10月 20日 

各 位 

会 社 名 旭 化 成 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 浅野 敏雄 
（コード番号：3407 東証 第一部） 

問 合 せ 先  広報室長    山崎 真人 

（TEL 03-3296-3008） 

 

 

旭化成建材（株）の杭工事施工物件における不具合等について 

 

 

この度、旭化成株式会社（本社：東京都千代田区、社長：浅野 敏雄）の建材事業を担当

する子会社の旭化成建材株式会社（本社：東京都千代田区、社長：前田 富弘、以下「旭化

成建材」）が、三井住友建設株式会社様（元請）の下請け業者（二次下請）として施工した

横浜市所在のマンション（以下、「当該物件」）における杭工事の一部について、旭化成建

材の施工の不具合および施工報告書の施工データの転用・加筆・改変があったことが判明

しました。 

居住者様をはじめ関係各位の皆様方のご信頼を損なう結果となりましたことを深く反省

し、心よりお詫び申し上げます。 

 

当社は、10 月 14 日付で調査委員会を発足させ、原因の究明と再発防止にあたっておりま

す。また旭化成建材は、当該物件の調査および建物の補強・改修工事等に要する費用につ

いてはその全額を負担することにしております。居住者様の安全の確保を最優先に、行政

当局のご指導の下、売主（三井不動産レジデンシャル株式会社）様、施工会社（三井住友

建設株式会社）様と協力の上、しかるべき対応を行ってまいります。また、建替えとなっ

た場合は、売主様および施工会社様と費用負担に関する協議を改めて行います。 

 

１．今回の経緯 

9 月 24 日 施工会社様より当該物件の杭工事の電流計データ転用のご指摘 

10 月 9 日 売主様と施工会社様による居住者の皆様への説明開始 

10 月 14 日 「旭化成建材の施工物件による施工不具合および杭工事施工報告書のデー 

タの転用・加筆について」を開示 

10 月 16 日  「旭化成建材の杭工事施工物件でのその後の調査結果について」を開示 

 

２．問題の概要 

（１）杭工事の施工不具合 

旭化成建材が施工した当該物件の杭のうち、現時点では 6 本が支持層に未到達、2 本が

支持層に到達しているものの支持層への差込が不十分であると推定されること。 

（２）電流計データの転用・加筆 

  施工した杭、計 473 本のうち、38 本に関し、施工報告書において杭が支持層に到達し 

たこと示す電流計データで、データの転用および加筆があったことが判明。 

（３）根固めセメントミルクの流量計データの転用・改変 

施工した杭、計 473 本のうち、45 本に関し、施工報告書において杭先端を根固めする

セメントミルクの流量計データで、データの転用および改変があったことが判明。 
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施工報告書においてデータに不備があった杭は上記（２）（３）を合わせ、重複（13 本）

を除くと計 70 本となります。 

 

３．原因究明と今後の対応について 

（１）対策本部の設置 

  10 月 19 日付で、当社代表取締役社長浅野 敏雄を本部長とする対策本部を設置しまし

た。居住者様の安全の確保を最優先に考え、誠心誠意対応していくとともに、今後の

当社グループのコンプライアンス体制の見直しとその徹底を図ってまいります。 

 

（２）調査委員会による調査 

当社代表取締役副社長執行役員の平居 正仁を委員長とし、弊社の法務・コンプライア

ンスメンバー、施工技術メンバー、および弁護士 2 名からなる 10 名の調査委員会を 10

月 14 日付で発足しました。当該物件における杭工事の事実関係の調査、杭の安全性調

査、原因の究明、今後の再発防止策に関する検討を開始しました。調査結果について

は外部調査委員会の検証をふまえ年内を目処に公表する予定です。 

 

（３）外部調査委員会の設置 

当該物件の居住者様からのご要請もふまえ、当社と利害関係のない弁護士をメンバー

とする外部調査委員会を早急に設置する予定です。外部調査委員会では、①調査委員

会による調査結果の検証、②事実関係の調査（施工報告書の施工データ等の調査およ

び関係者への聴取を含む）、③本件の原因分析、④再発防止策の提言などを実施いたし

ます。外部調査委員会の調査結果については、しかるべき時期に公表する予定です。 

 

４．他物件の対応について 

調査委員会にて、過去約 10 年間の既製コンクリート杭工事の施工データを収集し、デー

タ転用等の有無を調査してまいります。また、さらに詳細調査が必要な物件に関しまして

は、個別に対応を検討してまいります。なお、調査に関しましては、外部調査委員会のご

意見ご助言を得ながら進め、万一、建物の安全性に問題がある事象が判明した場合には、

すみやかに必要とされる措置を講じてまいります。 

 

居住者の皆様をはじめ関係各位の皆様方に重ねて心よりお詫びを申し上げるとともに、

今後の再発防止と信頼回復に努めてまいります。 

 

以 上 

 

※別途説明資料を添付します。 
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施工体制図 

元請施工業者  三井住友建設株式会社様 

一次下請業者 日立ハイテクノロジーズ様 

二次下請業者  旭化成建材株式会社 

  主任技術者 

    （1号機）  現場代理人       

    （2号機）  現場代理人 

下請業者 Ｂ 

（2号機）  
オペレーター 1名 

手元      2名 

プラントマン  1名 

残土処理   1名 

溶接工     1名 

クレーン    1名 

下請業者 Ａ 

（1号機）  
オペレーター 1名 

手元      2名 

プラントマン  1名 

残土処理   1名 

溶接工     1名 

クレーン    1名 2 



・3点式杭打機 

DYNAWING工法の設備 

・3連式プラント  

・30t セメントサイロ  
・掘削ロッド  
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DYNAWING工法の標準機械配置 

杭打機械本体 

油圧ショベル 

クレーン 

ﾓﾙﾀﾙ
ﾌﾟﾗﾝﾄ 

ｾﾒﾝﾄｻｲﾛ 

発電機 

杭材料 

予備  
水槽 

ｵﾍﾟ 

代理人 
手元 手元 

ｸﾚｰﾝ 

プラント 

 

残土 

オーガーモーター 
管理 

装置 
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引上げ 
（左周り) 

掘削    
（右周り) 

拡大掘削ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ
注入（左周り) 杭挿入完了 

杭挿入回転
または自沈 

DYNAWING工法の施工手順 
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支持層の確認 

掘削作業 

 ①ボーリング調査結果の確認 

（②試験杭時、試験掘削にて土砂を採取し土質 

  標本と照合） 

 ③オーガーモーター電流値の変化傾向による 

  支持層の推定 

①セメントミルク注入 

②流量計で注入量を計測・記録 
根固め部の築造 

杭埋設 
①杭の建込及び埋設 

②杭の定着 

①掘削ロッドの鉛直度を確認・調整 

②掘削液をビットの先端から吐出 

③地盤に適した速度に調整 

DYNAWING工法の作業フロー 

オーガ引上げ ①拡大掘削径による引上げ 
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支持層の判断方法（①～④を総合して判断） 

① ボーリング調査結果の確認 
    ・支持地盤の深さと土質 

② 試験掘削による確認 
 （試験杭時、実施。確認回数・場所は設計者等管理者 
  が決定） 
    ・支持地盤の深さと土質 
    ・ボーリング調査結果との照合 

③ 掘削時のオーガモーター観察による確認 
    ・オペレーターや現場代理人が 
     音や振動の変化で判断     

④ 掘削時の電流値による確認 
    ・チャート紙の電流値変化により判断 
    ・チャート紙の記録取得 7 



１．現時点で想定される転用等の理由 

 →データ紙の紛失及びデータ取得の失敗、  

   施工報告書の抜けを取り繕うため 

 →十分な確認が取れないデータを取り繕うため  

２．現時点で想定される紛失・取得失敗の理由 

 (1)紙切れ／紙詰まり 

 (2)荒天によるデータ紙の破損 

 (3)電流計・流量計スイッチの入れ忘れ 

 (4)病気で休んだ時の引継ぎが不十分 

Ⅰ.データの転用等が判明した杭 （70本） 
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電流計 電流計チャート紙 

（他物件サンプル） 

当時の電流計と電流計チャート紙の印字状況 
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セメントミルク注入の施工手順（概念図） 

セ
メ
ン
ト 

サ
イ
ロ 

現
場
代
理
人 

プ
ラ
ン
ト
工 

流
量
計 

①ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ 混練（プラント工）※杭一本分を混練 

②ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ 送液指示 （オペ⇒プラント工） 

③ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ 圧送（プラント工）※杭一本分を圧送 

④圧送開始 連絡（オペ⇒現場代理人） 

⑤流量計記録 開始（現場代理人） 

プ
ラ
ン
ト 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー 

ホース圧送 
← ← ← ← 
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流量管理装置のチャート紙印字状況 

流量計チャート紙 
 収納部 

流量計チャート紙  
出力部 

流量計チャート紙 
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ウェストコートの杭のうち、8本が不健全である
と推定されること 

  ◇ 6本が支持層に未到達 

  ◇ 2本が支持層に到達しているものの、 

     支持層への差込が不十分 

【想定される要因】 

  (1) 支持層への到達を確認しないまま作業 

     を終了 

  (2) 急しゅんな傾斜の支持層であったため 

    支持層に到達したと誤認 

Ⅱ.杭の建物への影響 
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Ⅲ.今後の対応 

  データ転用等のあった70本の杭の調査 

  を行う。 

 

 
１．支持層に到達しているか 

       

２．根固めが築造されているか 
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